
� �� � 広報しょうばら　2005.9 広報しょうばら　2005.9

自治振興区活動促進補助金の
補助事業が決定
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平成17年度庄原市自治振興区活動促進補助金

★審査会委員からのメッセージ

　合併後の初の試みに、各自

治振興区から28件の応募が

あったことは、評価されるべ

きことだと思います。自分た

ちの地域を自分たちの手で、

という熱い想いが伝わって

きました。

　自治振興区の皆さんの今

後の活動に期待しています。

郷土を全員で守っていきま

しょう。

　事業への取り組み、申請を通じて、

地域の皆さんの熱い思いが伝わって

きました。自分たちの地域は自分た

ちで守り育てようという意気込みが

ある限り、新庄原の未来は明るいで

すね。

（申請事業実施の有効性）
●事業の目的が明確となっているか

●地域の現状や課題、資源の把握が十分であるか

●自立した地域経営を目指す事業となっているか、 

　または、地域課題を解決する事業となっているか

●地域にとって必要な事業だと考えられるか

●地域住民の参画度合いが大きいと考えられるか

●事業について、実現の可能性があるか

●地域住民に喜ばれ、地域への波及効果が見込める

　事業となっているか

（申請事業に対する期待度）
●事業に継続性があり、これからの地域づくり活動

　をさらに発展的なものとする事業となっているか

●将来ビジョンに期待が膨らむ事業となっているか

　各振興区のカラーを感じる、幅広

い事業提案だったと思います。一つ

ひとつはありきたりでも、全体で見

ると実に柔軟で多彩。枠を超え互い

の良さを活かし、新たな発展のきっ

かけとなればと願っています。
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前田万里子さん

（田舎料理レストラン「りんご畑」代表）

野原建一さん

（県立広島大学地域連携センター長）

池田怜さん

（庄原市総合サービス株式会社取締役）

牛来千鶴さん
（有限会社ＳＯＨＯ総研代表取締役コンサルタント）

自治振興区の挑戦
地域の夢を        に

補助決定事業一覧
（単位：千円）

※申請受付け順

地域 自治振興区名 事　　　　業　　　　概　　　　要 補助金交付決定額

世代間交流推進事業
　世代間交流陶芸創作事業とその活動の拠点施設となる「多目的交流施設」の整備など。

“わざわざ木屋（きや）に来てもらう”事業
　交流活動の拠点施設「木屋（きや）の木屋（こや）」整備や、特産品開発及びPR事業。

潤いと安らぎの里づくり事業
　公民館周辺整備（花木の植栽）及び炭焼き釜の導入による倒木や竹林の整備・活用。

水仙の道づくり事業
　地域内の市道・県道（側道両側）への水仙植栽による美しいシンボル的景観づくり。

『自治基本計画（仮称）』策定事業
　全世帯アンケート、ワークショップ、学習会などによる全員参加型の重点活動プラン策定。

平和と交流による地域づくり事業
　地域の平和のシンボル的拠点である慰霊碑周辺の整備事業。

「はなさくら久代（くしろ）」公園施設整備事業
　住民手作りの公園「はなさくら久代」を地域住民の憩いと親睦の場とするための施設整備。

高齢者の福祉と活充事業
　高齢者支援総合事業（ふれあいサロン・亀谷土曜塾の開催、自治振興会館整備、特産品の市場
調査と販売促進などのシステム開発）。

美しいふるさとづくり事業
　地域内の河川整備や、ホタル、川ニナ、ゴギなどの放流と自然学習、観察会の実施。

比婆山連邦コミュニティ推進事業
　地域の新活動拠点「比婆山会館」の施設整備及び備品整備によるふれあい交流事業の実施。

ふる里再発見事業
　郷土史『ふる里の歴史』発行と「ふる里の再発見」講演会の開催。

生きがい対策事業
　空き地を利用した「手作り菜園」「交流広場」整備と収穫祭など各種イベントの開催。

“イザナミ茶屋”販売促進事業
　地元特産品（餅、ゴギ、山菜等）の販売拠点“イザナミ茶屋”の設備整備による販売促進。

住んで楽しい里づくり事業
　福祉施設「しあわせ館」周辺の桜の植栽と散策道の整備による「癒（いや）し」の空間づくり。

三坂地区観光振興事業
　イベント参加型の売店設備整備による各種イベントでの地域ＰＲや産品販売。

地域の活動拠点整備事業
　商工会館の一部を活動交流拠点・情報発信基地として活用するための施設整備。

除雪作業構築事業
　宅地内や家から市道間を除雪するための除雪機購入及び利用計画・利用体制の整備。

農産物出荷事業　～高齢者の生きがいづくりと生産者の誇り～
　地域農産物や山菜を広島市内の飲食店などに出荷するための事務所兼出荷拠点施設の整備。

季刊誌発行事業
　高野地域全体の情報発信・情報共有、地域内外の交流促進などを目的とした季刊誌発行。

リサイクル研究事業
　地域ウォーキング、ごみ問題勉強会、関連施設視察などによるごみのリサイクル研究事業。

三つ子山（みつごやま）ふるさと活性化事業
　毛利氏ゆかりの三河内大膳守通忠公の居城跡地「三つ子山」周辺の整備、観光交流活動、農産
物の販路拡大など。

そばづくり事業
　荒廃農地や休耕田で育てたそばの製粉機器や製粉小屋などの整備。各種イベントでの販売。

上市花街道整備事業
　ハイキングコース整備や国道４３２号沿線への四季の花の植栽、イロハモミジ育苗事業など。

イエロープロジェクト事業
　菜の花・ひまわりの作付けやひまわりフォトコンテスト・写生大会の実施。菜種油の販売。

森のドライビング・シアター事業
　「県民の森」と連携した常設の屋外上映施設整備。「森のシアター」として継続的上映会の開催。

ＥＣサイト〈高暮自然農園〉リニューアル事業
　昨年制作したＥＣ（電子商取引）サイト〈高暮自然農園〉のシステム拡充。

全戸インターネット回覧情報システム導入事業
　行政回覧文書や防災情報をインターネットを利用し完全自動で受信させるためのシステム導入。
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（申請事業実施の有効性）
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●自立した地域経営を目指す事業となっているか、 
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●地域住民の参画度合いが大きいと考えられるか

●事業について、実現の可能性があるか

●地域住民に喜ばれ、地域への波及効果が見込める

　事業となっているか

（申請事業に対する期待度）
●事業に継続性があり、これからの地域づくり活動
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●将来ビジョンに期待が膨らむ事業となっているか
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い事業提案だったと思います。一つ

ひとつはありきたりでも、全体で見

ると実に柔軟で多彩。枠を超え互い

の良さを活かし、新たな発展のきっ

かけとなればと願っています。

地
域
�
�
�
�
進
�
�

事
業
�
採
択 カ タ チ

前田万里子さん

（田舎料理レストラン「りんご畑」代表）

野原建一さん

（県立広島大学地域連携センター長）

池田怜さん

（庄原市総合サービス株式会社取締役）

牛来千鶴さん
（有限会社ＳＯＨＯ総研代表取締役コンサルタント）

自治振興区の挑戦
地域の夢を        に

補助決定事業一覧
（単位：千円）

※申請受付け順

地域 自治振興区名 事　　　　業　　　　概　　　　要 補助金交付決定額

世代間交流推進事業
　世代間交流陶芸創作事業とその活動の拠点施設となる「多目的交流施設」の整備など。

“わざわざ木屋（きや）に来てもらう”事業
　交流活動の拠点施設「木屋（きや）の木屋（こや）」整備や、特産品開発及びPR事業。

潤いと安らぎの里づくり事業
　公民館周辺整備（花木の植栽）及び炭焼き釜の導入による倒木や竹林の整備・活用。

水仙の道づくり事業
　地域内の市道・県道（側道両側）への水仙植栽による美しいシンボル的景観づくり。

『自治基本計画（仮称）』策定事業
　全世帯アンケート、ワークショップ、学習会などによる全員参加型の重点活動プラン策定。

平和と交流による地域づくり事業
　地域の平和のシンボル的拠点である慰霊碑周辺の整備事業。

「はなさくら久代（くしろ）」公園施設整備事業
　住民手作りの公園「はなさくら久代」を地域住民の憩いと親睦の場とするための施設整備。

高齢者の福祉と活充事業
　高齢者支援総合事業（ふれあいサロン・亀谷土曜塾の開催、自治振興会館整備、特産品の市場
調査と販売促進などのシステム開発）。

美しいふるさとづくり事業
　地域内の河川整備や、ホタル、川ニナ、ゴギなどの放流と自然学習、観察会の実施。

比婆山連邦コミュニティ推進事業
　地域の新活動拠点「比婆山会館」の施設整備及び備品整備によるふれあい交流事業の実施。

ふる里再発見事業
　郷土史『ふる里の歴史』発行と「ふる里の再発見」講演会の開催。

生きがい対策事業
　空き地を利用した「手作り菜園」「交流広場」整備と収穫祭など各種イベントの開催。

“イザナミ茶屋”販売促進事業
　地元特産品（餅、ゴギ、山菜等）の販売拠点“イザナミ茶屋”の設備整備による販売促進。

住んで楽しい里づくり事業
　福祉施設「しあわせ館」周辺の桜の植栽と散策道の整備による「癒（いや）し」の空間づくり。

三坂地区観光振興事業
　イベント参加型の売店設備整備による各種イベントでの地域ＰＲや産品販売。

地域の活動拠点整備事業
　商工会館の一部を活動交流拠点・情報発信基地として活用するための施設整備。

除雪作業構築事業
　宅地内や家から市道間を除雪するための除雪機購入及び利用計画・利用体制の整備。

農産物出荷事業　～高齢者の生きがいづくりと生産者の誇り～
　地域農産物や山菜を広島市内の飲食店などに出荷するための事務所兼出荷拠点施設の整備。

季刊誌発行事業
　高野地域全体の情報発信・情報共有、地域内外の交流促進などを目的とした季刊誌発行。

リサイクル研究事業
　地域ウォーキング、ごみ問題勉強会、関連施設視察などによるごみのリサイクル研究事業。

三つ子山（みつごやま）ふるさと活性化事業
　毛利氏ゆかりの三河内大膳守通忠公の居城跡地「三つ子山」周辺の整備、観光交流活動、農産
物の販路拡大など。

そばづくり事業
　荒廃農地や休耕田で育てたそばの製粉機器や製粉小屋などの整備。各種イベントでの販売。

上市花街道整備事業
　ハイキングコース整備や国道４３２号沿線への四季の花の植栽、イロハモミジ育苗事業など。

イエロープロジェクト事業
　菜の花・ひまわりの作付けやひまわりフォトコンテスト・写生大会の実施。菜種油の販売。

森のドライビング・シアター事業
　「県民の森」と連携した常設の屋外上映施設整備。「森のシアター」として継続的上映会の開催。

ＥＣサイト〈高暮自然農園〉リニューアル事業
　昨年制作したＥＣ（電子商取引）サイト〈高暮自然農園〉のシステム拡充。

全戸インターネット回覧情報システム導入事業
　行政回覧文書や防災情報をインターネットを利用し完全自動で受信させるためのシステム導入。
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